
 

令和３年度 ｈ19 

講習の区分 ＜必修領域講習＞全ての受講者が受講する領域 
講習 

時間数 
６時間 

講習の名称 
【必修】教育政策および学校教育に関する近年の動向と

実践上の課題 
講習形態 講義 

開 設 者 活水女子大学 定 員 １００名 

開 設 日/ 時 間 令和 3年 8月24日（火）/ 8：55 ～16：30 会 場 
活水女子大学 東山手キャンパス 

４１１教室 （長崎市） 

履修認定対象職種 教諭、養護教諭、栄養教諭 主な受講対象者 全教員 

担当教員(講習担当者) / Eﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ/TEL  

担当教員： 長尾 博（国際文化学部）／095-822-4107 

担当教員(分担担当者等)  村元 宏行（国際文化学部）   原田 拓馬（国際文化学部） 

講習のねらい/講習方法/講習到達目標  

 

講習のねらい：近年の教育の動向について、①子どもや学校をめぐる状況を理解する視点を得る。②国内の教育政策の 

動向を知る。③諸外国の教育政策の動向を知る。さらに、①～③を結びつけて、これからの教育のあり方を

考えることができる。 

  

講習方法：講義による。 

   

講習到達目標：子どもの発達、特別支援教育の課題、対人関係の重要性、カウンセリング・マインドについて、知識を獲得

する。教育をめぐる政策についての理解を深め、学校における実践の背景として理解できるようになる。 

講習内容(概要) /講習計画(時間毎の講習内容を含む) /キーワード  

 

講習内容（概要） ：国内外の教育の動向をふまえ、近年の教育政策・法令改正等を概説することを通して、マクロな視点か

ら教育の動向を講義すると共に、そのような動向が個々の学校教育の課題と結びつく側面を解説する。

さらに、関連する学校を取り巻く状況や子どもの生活の変化をとらえ、心理学・教育学・教育法学の立場

から学校教育の現代的課題を明らかにし、講義する。 

講習計画・内容：  

内容等 時 間 担当教員 

オリエンテーション 8：55～ 9：00（５分） 長尾 博 

講義Ⅰ（休憩１０分を含む） 9：00～11：00 長尾 博 

筆記試験Ⅰ 11：00～11：20 長尾 博 

講義Ⅱ 11：20～12：05 原田 拓馬 

昼休憩 12：05～13：15  

講義Ⅱ 13：15～14：10 原田 拓馬 

筆記試験Ⅱ 14：10～14：30 原田 拓馬 

講義Ⅲ（休憩１０分を含む） 14：30～16：10 村元 宏行 

筆記試験Ⅲ 16：10～16：30 村元 宏行 

キーワード：  （ カウンセリング ）  （ 学校制度 ）  ( 教育法規 )  （ 学力と評価 ） 

成績評価の方法  成績評価は、試験の成績や講習中の課題取り組みから総合的に判断します。 

成績評価の基準 成績評価は、到達目標達成点を100点とし、総合点で60点以上を合格とします。 

履修認定の方法 成績評価の総合点で合格点に達した受講者に対して履修認定します。 

教科書・教材・参考書  授業中に必要に応じて配付します。 

各自で準備するもの  特に必要ありません。 

受講上の注意  

１．「講習の名称」が同じものは１度しか受講できません。 

２.視聴障害や聴覚障害などのため、受講に際して特別な配慮が必要な方は、受講申込前に

事務局へお問合せ下さい。 

３.遅刻は原則として認めません。 


